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1． ま え が き ：　　 CIE 　 TC − 1．3 （ 測 色 ）の

色差 小委 員 会 （ 1978 年 、 委員長 A 。RRobertson

； カ ナ ダ NRC ）は、色差 評 価 に 関 す る ガ イ ド

ライ ノを提案 し、色差 研 究 の 国 際協 力を 要 請 し

て 来 た 。 筆者 らもそれ に参 画 を希 望 し、 ガ イ ド

ラ イ ン に 示 され た 特定 な 5 色の 近 傍で 色 差 を評

価 する こ とは 有意 義 と考 え 、 こ れ まで 、 赤 と黄

の 2 色を用 い て 実 験 を行 な っ て 来 た （2｝
。

本 報告

は 、さ らに 実 験を拡張 し、 elE が 勧 告 して い る

二 っ の 色 差 式
一CIEVa ＊

bs ，　 CIEVu ＊

u
＊一を用

い て 、標 準の 光 A およ び D6s の 下 で の 色 差の 対

応に つ い て 検討 した もの で あ る 。

2， 実験方法 ：　　 視 覚心 理 実験 に 用 い た 色票

は 、 ガ イ ド ライ ン に示 して あ る 5 色 の うち灰 色

を 除 く、赤 、黄 、緑 、青の 4 色を 中心 色 と して

それ ぞ れ の 中心 色 に 対 して 、色相、明 度 およ び

彩 度 の 各 色差 方向 に 独 立 に 変 化 して い る もの で

あ る 。 実 験 に 使用 した 光 源 は 、 白熱 電 球 （ 色 温

度 2810K ）お よ び D65 近 似螢 光 ラ ン プ で あ り、

照 度は す べ て 1500ex に 保 っ た 。

　実 験 手 順 は 次 の 通 りで あ る 。 まず 、各 光 源 で

照 明 した ブ
ー

ス 内 で 灰 色 背景の 上 に 、図 1 に 示

す よ うに 試 験 色 を 1 放 づ っ 提 示 す る 。 被 験 者 は

基 準 の 2 色 票 の 色 差が 10で あ る と き、そ の 上 方

に 同 様 に 置 か れ た 比 較 用 色票の 色 差 が ど の 程 度

に知 覚 され るかを 主 観的 に 判断 しそ の 値 を答 え

る 。 こ こ で 、色 票 対 の 　ト y 「m 層 ← 9　tam 囲

測 色 上 の 色差 は 、Da  
・ 　 　 　 　 　 　　 　 T

（標 準 の 光 C ）に お い 　　 　比 較 川 餝 謝 　 　 Vm

て 、基準 色票対 （1．70〜　　　　　　　　 主
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1nn

（0．40 〜15．00 ）の 範 囲 　 　 1）．ma

の もの を用 い た 。 主 観 　 　⊥

判 定 を 行 な う前 に 照 明 　図 1　 色票 の 位 置 関 係

光 に 充分 順 応 させ 、判 定 す る時間 は無制 限 と し

た 。 被験者 は 22 歳の 大学生 2 名で 、 練 習の 後

各 人 が 4 回 の 主 観判 定 を行 な っ た 。

3． 実測 と計 算 の 例 ：　　 各 色 票 対の 測 色 上の

色 差 に 対 す る知覚 され る 色差の 分 布の
一

例 を図

2 に 示 す 。 図 中 の 黒 丸 は 色 相 の 測 定 値 を 、 自丸

は 明 度を 、△ 印は 彩 度の そ れを 示 し、実線 は色

相 の 回 帰 直線を 、 破線 は 明 度を 、

一
点鎖 線は 彩

度 の そ れ を示 した もの で あ る。各 色差 公 式 とも

相 関係 数 は 0、68 〜 O．93 の 範 囲 に あ るが 、赤 の 色

相差 およ び 黄の 彩度 差 に お い て 、 L   
＊

に よ り

予 測 され る 色 差 は 、知 覚 され る色 差 と の 対 応が

きわ めて 悪 い 。 これ は 、
マ ン セ ル 色 を a

＊ b ＊

平 面

に プ ロ ッ ト した 場 合 に お け る黄
一青の 彩 度 方 向

の 歪に よ るもの と考 え られ る。そ こ で 、基 準 色

票 対 の 知 覚色差 に 対 す る重み付 けを試み た 。 そ

の 結 果 の 代 表 例 を 図 3 に 示 す 。 す なわ ち 、 色差

の 比 率 と 知 覚 され る色 差 との 相 関 は か な り改 善

され て い る 。

4． ま と め ；　 　 こ の 実 験 の 結 果 、 L』

a
＊

♂空 間

お よ び ∬ u
＊

v
＊

空 間 の 優 劣に つ い て は 評 価 で きな

い が 、 ∬ a 
＊

空 間 に お い て 、 黄 一青 の 彩度 方向

に 歪が み られ る 。 知 覚 され る 色 差 は 照 明す る 光

が変 わ っ て もほ とん ど変 わ らず 、 色差 の 恒常性

が 保 た れ て い る と言 え る 。 ま た 、比率評 定 法 に

よ っ て 求 め た 知 覚 され る色 差は 測 色上 の 色差 と

よ い 相 関 を 示 して い る こ とか ら、本 手 法 は 色差

の 評 価 に 関 して 有効で あ る と考 え られ る 。

（1）

（2 ）
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